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第 167回 やすらギの会通信 令和6年 2月 17日 (土 )実施

通信 をご愛読の皆さん,お元気で しようか ?能登 を中心 とした大地震が発生 して 1か月

以上経過 します。ライフラインは少 しずつ回復 しているものの,未だに避難所生活を余儀

な くされ,子どもや大人の心のケアが求められています。石川県の情報 は地方・ 全国ニユ

ースでよ く見間を しますが,近隣の富山県や福井県の情報があまり伝 わつてきません。富

山県氷見市な どでは深刻な液状化現象が発生 し,多数の半壊・ 全壊住宅があるようです。

学 校
`=行

き た ιヽの  〔=行 け な ιヽ ?

【高校生の事例】

ある朝突然,高校 1年生の息子が 「もう無理・・ 」と言つて学校に行かな くなりました。

理由を目ιヽても納得いく答えが得られず,闘 々とした生活が続いております。不登校につ

いての本を読めば読むほど,子どもはもとより親や家庭に原因があると書いてあるように

思えてきます。不登校になつた子どもとその親は,「人生の負け組」なのでしようか ?

『他人事だ と思つて奇麗 ごとを言うな !Jと叱責されるかも しれませんが,不登校 は決

して 「人生の負け組」ではありません。人並みのん―卜を外れたからでしようか ?回 り道

と思えるかもしれませんが,不登校というのは子どもが自分と向き合い。今の自分を乗り

越えるための大切な時期なのです。簡単に解決できることではないかもしれませんが,そ
の子に合つた関わり方がうきくできれば,必ず前に進むことができます。子 どもが少 して

も安心感や信頼感を味わえるように,学校 とも協力して全力で支援 したいものです。

子どもが不登校になつた時,多 くの親は自分の子育てを点検 し,原因探しを本格的に始

めます。親として人並みに子育てをしてきたつもりなのに,ど うしてこんなことになつた

のだろうかと,自分を責めることが少なくありません。子どもの不登校が原因で吉い争つ

ている両親を見ていると,子どもは自分自身を追いつめ,罪悪感を抱えながら人生の落伍

者になつたかのように少しずつ自信を失つていきます。さらに,親が子どもに 『負け組 J

のレッテルを張り付けてしまうと,傷ついた子 どもの心に追い打ちをかけることになりま

す。不登校は簡単に解決できることではありませんが,必ず何 とかなると考えて下さい。

不登校が起きた時には,子どもに休息が必要な時が来たと考えてみて下さい。不登校は ,

今の自分と向き合い,自分の存在意義を確認する大切な時間だと思います。焦らず長期戦

の党悟で見守ることも大切です。だからといつて,ただ見守るとか故つておくのではなく,

親は子どもの心の支え 。一番の理解者となつて下さい。人生に無駄なことは一つもないと

思います。少 し回り道 を した分だけ,子どもはた くま しく生きることができるようになる

はずです。ただ し,ゲーム依存 に伴 う不登校の問題があ り,昼夜逆転 の生活状態 に陥いる

子 どもに対 して,親が注意すればするほ ど暴吉・ 暴力な ど反抗的な吉動 をとるようにな り ,

手に負えな くなるケースが増えています。専門家の力をお借りする必要があります。 (高 )



通信をご愛読の皆さん、いかがお過ごしでしようか?能登の大震災、今後どのよう

になるのか不安な毎日です。山会長さんは、少しずつ快復しているようですが、まだ

家族との面会時闘は :日 !5分と限定されています。昨年 :0月 号から、自書の『 不

登校だっていいじゃないか』(アントレックス社、2016年 )を 少しずつ紹介しておりま

す。なお、通信の送付が

“

要でない方は、高 (090-8265-3968)まで電話かショ

―トメールでお願いします。 3月 の学習会は、:6日 (土 ):3時から白山市出城公

民館 (076-276-:286)で行います。

「不登校に直面した時に考えること」

子どもの「不登校」という現実に直面して狼狽してしまうと、「この子は私たち親の

期待が分かっていないのでは?」「この子は、このままでは将来どうなってしまうの

か?」 と疑雌暗鬼に陥ってしまうことがあります。こうなると、親子の意思疎通は聞ざ

されてしまい、事態は悪化する方向に傾いていきます。ここで踏みとどまって考えるべ

きことは、「親の期待」が本当にその子の将来のためにプラスになっているのかという

ことです。

程度の差はあるかもしれませんが、どの子どもも「親の期待に応えたい」という気

持ちを持っているということです。どうして学校に行かないのかと思われるかもしれま

せんが、そうすることができないからです。親が子どもにかけている期待は、親が考え

ている以上に感じ取つていて、一生懸命に応えようとしているものです。大事なことは、

その子を責めるのではなく、「良くなりたい」という気持ちを引き出すことです。

「良くなりたいという気持ち」を引き出すのは、親の愛情かもしれません。必ずどこか

に気持ちを引き出すものが潜んでいます。時闘がかかっても、それを見つける努力を

していきましょう。現代社会には多様な選択肢があ1だその子のオ能や個性に合った

道を親子で探 していくことの方が、おしろメリットがあるかもしれません。進学や就職

の道を目指す場合でも、不登校が大きな障害になることはないと思われます。(高 )


